
提

出

者

阿

部

知

子

平
成
十
七
年
十
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

三

三

号

イ
ラ
ク
特
措
法
に
基
づ
く
陸
上
自
衛
隊
の
活
動
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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イ
ラ
ク
特
措
法
に
基
づ
く
陸
上
自
衛
隊
の
活
動
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
一
年
秋
以
降
、
日
本
政
府
は
、
対
テ
ロ
特
措
法
に
よ
り
イ
ン
ド
洋
沖
な
ど
に
、
そ
し
て
イ
ラ
ク
特
措
法
に
基
づ
き
、

イ
ラ
ク
・
サ
マ
ワ
に
自
衛
隊
を
派
遣
し
て
き
た
。
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
遣
は
、
十
二
月
に
派
遣
の
期
限
と
な
る
が
、
政
府
は

国
民
の
反
対
を
押
し
切
り
、
さ
ら
に
延
長
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
政
府
は
こ
れ
ま
で
自
衛
隊
の
各
部
隊
の
活
動
、
費
用
な
ど
の

詳
細
を
明
ら
か
に
し
て
こ
な
か
っ
た
。
国
民
に
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

一

こ
れ
ま
で
に
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
た
陸
上
自
衛
隊
の
部
隊
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
派
遣
部
隊
の
名
称
と
人

数
、
ま
た
各
部
隊
に
編
入
さ
れ
た
隊
員
が
所
属
す
る
駐
屯
地
と
そ
の
駐
屯
地
か
ら
派
遣
さ
れ
た
人
数
、
派
遣
部
隊
が
い
つ
、

ど
の
空
港
か
ら
派
遣
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

物
資
の
輸
送
に
は
民
間
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機
も
使
用
さ
れ
た
。
民
間
チ
ャ
ー
タ
ー
機
に
よ
る
輸
送
物
資
の
内
容
と
数
量
、
輸

送
の
時
期
、
経
由
し
た
空
港
を
含
め
ど
の
空
港
か
ら
ど
こ
ま
で
の
輸
送
か
、
ま
た
、
航
空
会
社
、
機
種
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。
な
お
当
該
航
空
機
に
陸
上
自
衛
隊
員
の
搭
乗
の
有
無
、
搭
乗
し
て
い
た
場
合
に
は
添
乗
自
衛
官
が
武
器
を
携
行
し
た
か

ど
う
か
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

サ
マ
ワ
駐
留
部
隊
は
、
現
地
の
住
民
を
雇
用
し
て
道
路
・
学
校
・
病
院
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
補
修
を
行
っ
た
と
聞

一



く
。
雇
用
の
手
続
き
の
詳
細
と
被
雇
用
者
の
賃
金
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
月
ご
と
に
被
雇
用
者
の
人
数
と
補
修
作
業

の
対
象
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
雇
用
の
際
あ
る
い
は
補
修
作
業
の
現
場
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
れ

ば
、
日
時
、
場
所
、
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

ム
サ
ン
ナ
州
お
よ
び
サ
マ
ワ
で
当
該
部
隊
が
行
っ
た
各
種
交
流
活
動
に
つ
い
て
、
時
期
、
場
所
、
内
容
を
、
時
間
を
追
っ

て
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

サ
マ
ワ
現
地
の
治
安
は
悪
化
す
る
ば
か
り
で
、
自
衛
隊
を
占
領
軍
と
し
て
敵
視
す
る
世
論
も
い
よ
い
よ
高
ま
っ
て
い
る
と

伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
サ
マ
ワ
を
含
む
イ
ラ
ク
南
部
の
治
安
維
持
に
あ
た
っ
て
い
る
英
国
軍
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
は
、
二
〇

〇
六
年
春
に
撤
退
す
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
日
本
国
内
で
も
自
衛
隊
の
撤
退
を
求
め
る
世
論
が
半
数
を
超
え
て
い

る
。
英
国
軍
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
の
撤
退
情
報
を
確
認
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
両
国
軍
撤
退
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
問

う
。
自
衛
隊
は
イ
ラ
ク
か
ら
撤
退
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

六

政
府
は
今
な
お
サ
マ
ワ
が
「
非
戦
闘
地
域
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
サ
マ
ワ
駐
留
部
隊
の
宿
営
地
は
こ
れ
ま
で
繰

り
返
し
迫
撃
砲
や
ロ
ケ
ッ
ト
弾
で
攻
撃
さ
れ
、
部
隊
が
移
動
中
、
道
路
に
仕
掛
け
ら
れ
た
爆
弾
が
破
裂
し
て
輸
送
車
両
に
被

害
が
生
じ
る
事
態
さ
え
起
き
て
い
る
。
か
か
る
地
域
が
な
ぜ
「
非
戦
闘
地
域
」
で
あ
る
の
か
、
十
分
な
根
拠
を
挙
げ
て
説
明

二



さ
れ
た
い
。

七

サ
マ
ワ
駐
留
部
隊
が
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
攻
撃
に
つ
い
て
、
攻
撃
に
使
用
さ
れ
た
武
器
、
着
弾
地
点
お
よ
び
被
害
の
状
況

を
時
間
を
追
っ
て
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

右
に
関
連
し
て
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
か
ら
サ
マ
ワ
へ
の
往
復
時
に
攻
撃
に
よ
る
被
害
が
あ
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

九

サ
マ
ワ
は
昼
夜
の
温
度
差
が
激
し
く
、
昼
は
炎
熱
と
聞
く
。
サ
マ
ワ
駐
留
部
隊
の
隊
員
の
健
康
状
態
（
心
身
双
方
の
）
に

つ
い
て
は
把
握
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の
隊
員
の
中
で
傷
病
な
ど
で
医
官
に
よ
り
な
さ
れ
た
診
療
が
あ
れ
ば
診
療
内
容

と
処
置
に
つ
い
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十

イ
ラ
ク
特
措
法
と
対
テ
ロ
特
措
法
と
に
基
づ
く
諸
対
応
措
置
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て

（
�
）

イ
ラ
ク
特
措
法
に
基
づ
く
諸
対
応
措
置
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
陸
上
自
衛
隊
と
航
空
自
衛
隊
お
よ
び
海
上
自

衛
隊
の
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
明
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

対
テ
ロ
特
措
法
に
基
づ
く
諸
対
応
措
置
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
海
上
自
衛
隊
と
航
空
自
衛
隊
の
そ
れ
ぞ
れ
に

分
け
て
明
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


